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昭和 50 年度支部総会報告

川州川川11川11川川11

日時昭和 50 年 7 月 5 日

会場北海道電力紛会館

議事省略

0昭和 49年度事業報告

1. 研究会等

(1) I動画グラフによる事業収入変動予測のー

方法」杉村孝雄(電々公社北海道電気通信

局)

(2) I昭和 49 年度秋期大会報告J (事例紹介と

討論)大会出席会員

(3) I プログラミング教育用ビデオ教材の紹介」

東海大学札幌校舎ビデオ教材実演と検討会

2. 月例講演会昭和 49 年 8 月 30 日札幌市，

日生ビル伊藤滋(東大) I都市システムの

ー側面」出席 86 名

3 見学会(月例講演会終了後に実施)札幌市厚

別副都心，流通センター，地下鉄工事現場，月

例講演会講演者を含め，関係市職員， OR 学会

員 25 名出席

4. OR 普及活動

(1) 昭和 49 年度文部省委嘱大学公開講座への

協力

メインテーマ:“経営システム化の問題点"

小樽商大教授伊藤森右衛門ほか

昭和 49 年 8 月 26 日 ~9 月 11 日，札幌，

北海道拓殖銀行

OR 学会員の担当科目“計数管理の手法とそ

の応用"沼田 久(小場商大)，“需要予測の

システム"浅利英吉(東海大)，受講者 25 名

(2) 電々公社札幌電気通信学園「トラフィック

理論議習」への協力 講習テーマ“トラフィ

ック理論と待行列" 昭和 49 年 9 月 3 日 ~9

月 13 日 浅利英吉(東海大)担当時間 40 時

間受講者 27 名

0昭和 49年度収支決算書

49.3. 1 ~ 50.2.28 

科 目|予算|決算!備 考
(収入の部)

101, 200 本部交付金

参加費

資料等頒布収入

利息

雑収入

101, 200 

10, 000 9, 000 I 支部総会参加負担金 9， 000
。

o 1 3, 655 

。 I 100, 000 I 月例講演会費用として日本
|固有鉄道北海道支社より寄

i 付

合 計|山初o I 213，お51
(支出の部

会 議 費 I 60, 000 I 55, 518 I 支部総会 43， 318
運営会議( 2 回) 12, 200 

講演会費 115, 000 122, 225 I 月例講演会 1 回，見学金を
含む. 見学会 30， 170 ， 講
師関係費用 41， 010，会場料
18, 450 

研究会費 I 20, 000 I 6, 000 
通信費 I 15, 000 I 6，む7

交通費 4， 000 I 1, 240 
事務費 I 12, 000 I 6, 800 
予備費(雑費) I 5, 000 I 2, 250 

合計\ 231,000 I 200，蜘|
当期運営残高 I 12, 995 I 
前期繰越金 I 145ら 090 I 
次期繰越金 I 158, 085 I 

0昭和田年度事業計画

1. 研究会等: (1)支部主催研究会年 3~4 回実

施を予定， (2)企業開 OR懇話会年2 回程度実

施を予定

2. 月例講演会検討中

3. 見学会 l 回実施を予定

4. 普及活動適宜実施

5 研究部会“熱エネルギー管理による北海道

稲作冷害対策の研究"道内農業，気象，エネル

ギー専門家チームより冷害対策の将来を研究す

る.なお 7 月 16 ~ 18 日，札幌市にて開かれ

る文部省主催電気教官会議エネルギ一分科会

に，当研究部会主査(浅利・東海大)が出席す

ることになっている.
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142 昭和 50 年度支部総会報告

0昭和田年度収支予算

前期繰越金

本部交付金

会議費負担金

50. 3. 1 ~ 51. 2. 29 

158, 085 i 会議費 60， 000

115, 200 I 講演会費 20， 000

10, 000 1 研究会費率 50， 000

通信費 10， 000

事務費 10， 000

交通費 5， 000

予備費(雑費) I 5.000 

次期繰越金 123.285

合 計 i m出|合 計 l 肌出

市 見学会の分を含む

0昭和 50年度役員

支部長三浦良一(北大)

運営委員 司馬正次(北大).渡辺昭夫(電々). 

阿部昌信(北海道総合経済研究所)

監 事 (兼運営委)村上融(国鉄).進藤

祝男(北海道電力)

幹 事 (兼運営委)浅利英吉(東海大).中

山道夫(北海道電力)

1… 
日時昭和 50 年 4 月 12 日(金) 14 ・ 00 ~ 

会場仙台市東北電力 4 階会議室

議事省略

O昭和 49年度事業報告

1. 会議

(1) 総会 4 月 12 日(金)午後 2 時より東北

電力 4 階会議室において開催，下記議案につ

いて審議し承認された.①昭和 48 年度事業

報告ならびに決算報告，②昭和 49 年度事業

計画案ならびに決算案

(2) 運営委員会 4 月 12 日(金)午後 1 時 30

分より総会議案について審議した.

(3) 幹事会 3 月 20 日(水)開催

2. 講演会 4 月 12日(金)総会終了後，同会場

において開催した.

「数学モデルについてJ(東北大)御園生善尚氏

3. 研究会下記のとおり 2 回の IOR 研究会」

を開催した.

延回数J 期日|時間 l 場 所|講 師|テーマ i惣
11 f'J/1l:.1 /r 1~ t:. 仙台市東北l東北石油 |仙台港 | 

第 7 回|弘子直結電気会館 i高井英造氏!港湾、ンミュトシ 1 9 名
ヨザ l 

第 8 回|ν~~ I 11 I 11 山形大学 |交通流の配分と | 
1 (金) I " 1 最首知雄氏|γ ミュ ν ーショ /1

4. 懇親会 4 月 12 日(金)の総会終了後開催し

t.::. ・

5. 秋季研究発表会秋季研究発表会は 10 月 16

日(水). 17日(木)の両日，仙台市宮城県民会

館において開催された.また. 16日夜懇親会，

18日(金)新仙台港(新仙台火力，東北石油)

~松島海岸~奥松島の見学会がそれぞれ実施さ

れた.支部としてはこれに協力するため 6 月 20

日御園生副支部長を委員長とする支部実行委員

会を設置し 5 回におよぶ委員会を開催し万全

を期したうえ，準備・運営に当たり，好評を得

た.

(概要)

・特別講演 3 件(地元からは東北大学二村

忠元教授による「騒音問題」

の講演がなされた)

・研究発表 72件 (3 会場)

-参加人員研究発表会約 300 名，懇親会

54名，他に支部より 8 名，見学会

36名，他に支部より 4 名.

6. 会員の状況 (50 年 2 月末現在)会員 54 名，

賛助会員 2 社

。昭和 49年度収支決算書

(1) 貸借対照表 50.2.28 現在

借 方 i 宇一一一つーヲ
額

預 貯 金 33.166 I 前期繰越金 46.091

当期運営残高| ム 12.925

合計 3. 166 1 合計|は166

(2) 収支計算書 49. 3.1 ~ 50.2.28 

科目|予算|決算|備 考
(収入の部) 1 

本部交付金 1 110.800 I 11札 800 I 

利息 3. 000 I 1, 592 I 

(日合 計 1 叫 800 1 山抑|

(支出の罰l) I 
会議費 80， 000 I 61.667 1 総会・運営委員会・懇親会・

幹事会等 7 回

講演会費 12.000 2 側|講演会 1 回
研究会費 21.000 7.400 研究会 2 回

印刷費 15.000 。

通信費 10.000 5.800 はがき，切手代

交通費 5.000 17.200 支一部代長会議出席旅費， タクシ

事務費 6, 000 1.250 小切手取立手数料，封筒代

予備費 10.891 30, 000 秋季研究発表会応援

位)合計 159.891 I 125. 317 I 

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



143 

(東北大)，小JII 久(山形大)，富田耕

造(河北新報)，近久達男(東北電通

局)，富士野昭典(東北地建)，加藤幸

雄(東北電力)，今村一郎(東北電力) , 

本間四郎(東北電力)

監 事庄司恒雄(東北電通局)，手島恒男(東

昭和 50 年度支部総会報告

2期運営残高!ム州911ム山 l1)ーω
(叫前期繰越金 1 46.091 1 4印1 I 

ω次期繰越金 01 礼団61ω+(叫

0昭和田年度事業計画

1. 会議 (1)総会 1 回開催， (2)運営委員会

2 回開催， (3)幹事会 3 回開催

2 講演会 2 回程度開催(企業，団体等との共

催も含む)

3. OR 研究会 4 回程度開催(研究成果発表，

素材提供，自由討議などによる研究)

4. OR普及活動各職場の実情に合った普及活

動を積極的に行なう.

5. 会員増強上記活動，その他を通じ OR 学

会への入会勧誘などを行なう.

6. 親睦行事会員の親睦を図るための行事を 1

回程度行なう.

0昭和 50年度収支予算

50. 3. 1 ~ 51. 2. 29 

科 目|予 算!前年度予算(増 減|予算内訳

鞄コ
収入合計 | 叫4661 日刊1 16 14.425 

出費 I 7川
講演会費 12.000 

研究会費 24.000 

印刷費 6.000 

通信費 10.000 

交通費 15, 000 

事務費| 3.000 

会
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12, 000 

予備費 I 3, 466 I 10・ヤ色 7， 425

支出合計|叫必61 159, 891 1ム山25

0昭和 50， 51 年度役員

2 年ごとの改選時期に当たるため，次の役員を選

出する.

支部長松田彰(東北電力)

副支部長御園生善尚(東北大)

藤田史郎(東北電通局)

運営委員本多波雄(東北大)，和田秀三(東北

大)，竹内清(東北大)，木村正行(東

北大)，古瀬大六(東北大)，佐藤健児

北大)

幹 事後藤義雄(河北新報)，高野安二(東北

地建)，高井英造(東北石油)，鈴木義

也(東北大)，高橋幸雄(東北大)，八

島章一(東北電力)，五十嵐豊(東北電

力)，本宮公男(東北電力)

川中部支部川川HIIIIIII ，

日時昭和 50 年 3 月 Hl (土) 11:50 ~ 12:20 

会場愛知県中小企業センター 7 階第 3 会議室

議事省略

0昭和 49年度事業報告

1. 会議 (1)総会 1974 年度定例総会は 1974

年 3 月 9 日愛知県中小企業センターにおいて開

催され下記事項について審議承認された:①

1973 年度報告および収支決算の件，② 1974 年

度事業計画および予算の件，③支部規約変更の

件，④ 1974 ~ 5 年度役員の件.

(2) 運営委員会 3 月 2 日(土) 13:30 より愛

知県中小企業センターにおいて開催し下記事

項について承認された:①総会提出議案の件，

②事務委託費増額の件.また 9 月 14 日(土)

15:30 より愛知県中小企業センターにおいて開

催し，下記事項について審議承認された:①支

部顧問推せんの件，②役員補充の件，③国際

OR 学会日本開催の件.

(3) 幹事会 3 月 20 日 新旧幹事引継，支部評

議員選出， 7 月 5 日 収支状況について，見学

会，月初j講演会の件，支部顧問の件 9 月 27 日

国際 OR 学会募金の件， 1 月 20 日 国際 OR学

会募金の件，支部研究発表会の件，支部総会の

件 2 月 18日向上

2. 講演会 1 月 25日，愛知県中小企業センター

において本部の月例講演会を兼ねて矢部真

氏(新日鉄)による「企業のための ORJ の講

演を行なった(参加者 40 名).

3. 研究発表会 3 月 9 日，愛知県中小企業セン

ターにおいて，学生 (10 件)，一般 (5 件)の
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144 昭和 50 年度支部総会報告

発表および村手理事による特別講演が行なわれ

盛況であった.引き続いて懇親会を行なった

(参加者 50 名). 

4. 研究会

(1) 最近の信頼性理論に於ける話題

中川車夫(名城大) (4 月 20 日)

(2) 確率計画法

飯原慶雄(南山大) (5 月 18 日)

(3) 電力負荷曲線の実態調査

田中庸平(中部電力) (6 月 15 日)

(4) 離散系の最適制御について

岩橋亮輔(名市大) (7 月 20 日)

(5) 愛知県の新しい総合計画について

後藤欣之輔(愛知県庁) (9 月 14 日)

(6) Iパイオリズム」理論の科学性と有効性

吉野玄ー(東海電気通信局) (11月 16 日)

(7) 数理計画法について

回中栄一(南山大) (12月 21 日)

5. 見学会 8 月 7 日 中部電力粉浜岡原子力発

電所，参加者 13 名.

6. 懇親ハイキング 6 月 9 日 東海自然歩道御

嵩コース.

7. 刊行物 (1)支部ノート (2 回)， (2)支部ニュー

ス (10回)， (3)支部研究発表会アブストラクト

0昭和 49 年度収支決算書
49. 3. 1 ~ 50. 2. 28 

科 目ーヱ主L竺_~i_íJij_~土
(収入の部

本部交付金 307， 600 I 307, 600 
テキスト収入 6, 400 

利息|

臼)合計!肌600 ! 317，ぉ8i
(支出の部

会議費 60， 000 I 46, 835 

講演会費 70， 000 46， 98唱

事 務 費 124， 000 • 103, 600 I 合事務委託料
通信費 20， 000 I 28, 060 

印刷費 90， 000 : 129, 000 
予備費 35， 543 I 0 

ω 合 計|ぬ日3; 叫 481 I 

(剖当期運営残高ム 37, 113 I 白)ー(到

(4) 前期繰越金 91， 943 I 91, 943 I 
(防次期繰越金 以蜘 I (3) 十(剖

O昭和 50 年度事業計画

1. 会議 (1)支部総会 1 回， (2)運営委員会 1 

回， (3)幹事会数回

2. 講演会 1 回

3. 懇親ハイキング 2 回

4. 支部研究発表会 1 回

5. 研究会数回

6. 見学会 1 回

7. 懇親会 1 回

8. 支部ニエースの刊行 12回

O昭和 50 年度収支予算

50. 3. 1 ~ 51. 2. 29 

H 一一一日 | 金一一一額

(収入の部

前期繰越金 54， 830

本部交付金 293， 600

合 計 i 川必

(支出の部)

会 議

講 演

事 務

通 j,'; 

EfJ JiHI 

Cf. 備

費

会 費

費

費

費

費

50, 000 

35, 000 

120, 000 

20, 000 

120, 000 

3, 430 

合 計| 叫刷

0昭和 50年度役員

支部長福田治郎(岐阜大)

副支部長飯原慶雄(南山大)

顧 問小野勝次(名大名誉教授)，西沢勇

(中日新聞社)

運営委員本告光男(中部電力)，岩田怜(名

欽)，吉野玄ー(電々公社)，天野菊彦

(中部品質管理協会)，藤浪健(東邦

ガス) ，平石義則(神鋼電機) ，村田秀雄

(イ山波特許事務所)，山田英夫(三菱自

工)，飛田武幸(名大)，依田浩(名

工大)，妙見孟(名市大)，日比野康

文(愛知学院大)，中川車夫(名城大)

監 事田崎英雄(大同製鋼)，津嘉也(名城

大) C補充〕

幹 事天野菊彦(中部品質管理協会)，中川軍

夫(名城大)，堀尾克則(名鉄)，吉野玄

ー(電々公社) C新任)，神尾信(名

工大) C新任〕

退 任監事.内野建夫(中日能研) C死去〕

l川

幹事.日比野康文(愛知学院大)c任期

満了)，田中庸平(中部電力) C任期

満了〕

日時昭和 50 年 4 月 18 日(金) 13:30~16:00 
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昭和 50 年度支部総会報告

会場大阪市中央電気クラブ 215 号室

議事省略

0昭和 49年度事業報告

OR 研究講演の開催

第 1 回 49 年 7 月 29 日 京都私学会館「米国

における高速道路の交通管制についてJ D. 

E. Cleveland 氏(ミシガン大)，担当主査佐

佐木綱氏(京大)

第 2 回 7 月 30 日 大阪市中小企業指導センタ

一 「ある協同研究体制の提案 Production

Smoothing 問題を例として」木村幸信氏(神

戸商大)， r経営工学の理論と実践」中野広

氏(ワコーノレ)，担当主査 加瀬滋男氏(阪府

大)

第 3 回 11 月 2 日 京都大学工学部「公害の

規制と制御」三根久氏(京大)， rインプレ

ーションの構造と制御」吉田和男氏(大蔵省)

「数理計画法の地域経済への応用」田畑吉雄

氏(阪大)，担当主査三根久氏(京大)

第 4 回 11 月 26 日 京都大学工学部「“Sixth

International Symposium on Transportation 

and Traffic Theory" 49.8. 26 ~ 28，シドニ

ー，オーストラリアに出席してj 近藤勝直氏

(京大)， r “ 2nd World Symposium on Traffic 

Control and Transportation Systerns" 49. 9. 

16~21，モンテカルロ，モナコに出席して」

長谷川利治氏(京大)，担当主夜長谷川利治

氏(京大)

第 5 回 12月 21 日 大阪大学基礎工学部「複

素空間における数理計画問遁」久志本茂氏

(福井大)， r限界と階層についての考察 l 横

山保氏(阪大)，担当主査坂口 実氏(阪大)

第 6 回 50 年 1 月 25 日大阪大学工学部

rProbabilistic analysis of a multicomponent 

series-parallel system under preemptive repair 

disciplineJ 児玉正憲民(阪大)， r相関をもっ

2 ユニット冗長システムの信頼性」西田俊

夫，岡田豊氏(阪大)，担当主査西田俊

夫氏(阪大)

第 7 回 2 月 8 日 中央電気クラブ「都市問

題と公共政策」安田八十五氏(神戸商大) , 

「西宮市における公共政策のシステム化」横

山良章，福井良次氏(西宮市)，担当主査真

鍋龍太郎氏(神戸商大)

第 8 回 2 月 22 日 中央電気クラブ 「貨幣効

145 

用の測定一確率的結合による学生グループの

実査結果を含んでJ 岡沢宏氏(住友化学) , 

「大都市におけるパス運行の解析」森秀夫

氏(大阪市)，担当主査朝尾正氏(田辺製

薬)，後藤昌司氏(塩野義製薬)

0昭和 49 年度収支決算書

貸借対照表 5O.2.28 現在

五一一司ーム額|科 目|亙-瓦

預 貯 金 230.739 I 前期繰越金 198.221

当期運営残高 32.518

合 計|叫η91 合 計|則市

収支計算書 49.3. 1 ~ 50. 2. 28 

科 目 l 予算|決算(備 考

戸)付 :1741
合 計|札ω01 同制|

(支出の部

会議および総会費 i 
研究活動費|

遇信費|

事務費

交通費

予備費

50.000 

250.000 

30.000 

50.000 

80.000 

79.821 

36.510 

200.000 

24.345 

25.050 

30.480 ! 
。|

川淵 1
32.5181 

耽228 I 

230.739 1 

ふ
川
一
金
一
金

一
越
一
越

一
繰
一
繰

一
期
一
期

一
前
次

合

吋期運営残高|

0昭和 50 年度事業計画

OR 研究講演会 8 回

担当主査伊藤忠雄氏(東レ).徳山博子氏(住友

金属)，加瀬滋男氏(阪府大)，河崎俊

二氏(神戸商大)，後藤昌司氏(シオノ

ギ)，朝尾正氏(田辺製薬)，坂口

実氏(阪大).佐佐木綱氏(京大)，西国

俊夫氏(阪大)，三根久氏(京大)

0昭和 50 年度収支予算

収入の部 支出の部

科 目|金額|科 目|金額

本部交付金 379.200 11 会議および総会費 1 5仏 000
前期繰越金 I 230.739:' 研究活動費 I 200.000 

通信費 I 60.000 

事務費 I 40.000 

突通費 I 50.000 

I IFORS/TIMS I 20仇 000
関連費|
|予備費|弘M側9ω3

計 1 叫蜘 l 計 l 帆蜘
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146 昭和 50 年度支部総会報告

0昭和 50年度役員

支部長。三根久(京大)

副支部長 。西田俊夫(阪大)

監 事南俊次(南技術士事務所)，。原田英

介(住友銀行)

運営委員伊藤忠雄(東レ)，茨木俊秀(京大)，洞

崎俊二(神戸商大)，後藤昌司(シオ

ノギ製薬)，田畑吉雄(阪大)，野藤泰

弁(関西情報センター)，森健一(阪

府大)，徳山博子(住友金属)，中野友

次(松下電子)，納谷嘉信(電総研)，真

鍋龍太郎(神戸商大)，大野勝久(京

大)，減朝尾 正(田辺製薬)，減加瀬滋

男(阪府大)，。伊藤信彦(東洋紡績) , 

。児玉正憲(阪大)，。坂口 実(阪大)，

長谷川利治(京大)， 0横山保(阪大)

。印は新任，※印は再任，他は継続

中国・四国支部 '11川

日時昭和 50 年 3 月 24 日(月) 11:00~12:00 

会場中国電力制3 号館会議室

議事省略

O昭和 49年度事業報告

1.総会 1 回 49年 4 月 22 日(月) 16:00~ 

17:00，中国電力，議題・① 48 年度事業報告と

収支決算承認，②49年度事業計画と収支予算承

認，③役員承認，④支部規約改正

2. 役員会 1 回 49年 4 月 22 日(月)，中国電

力

3. 幹事会 5 回 49年 4 月 17 日， 49年 5 月 20 日，

49年 6 月 12 日， 49年 9 月 13 日， 50年 2 月 21 日，

中国電力，広島大学，みゆき会館

4. 講演会 6 回

(1) 49年 3 月 12 日(火)，中国電力， I大気汚染

防止の諸問題」近藤次郎(東大)

(2) 6 月 12 日(水)，広島大学， I米国企業にお

ける人間工学の現状についてJ Richard Pew 

(ミシガン大)

(3) 6 月 14 日(金)，中国電力， iOR の定着と

普及について」唐津ー(松下通信)

(4) 7 月 11 日(木)，広島大学， r事例を中心と

したマネジメントシステム設計におけるシス

テムエンジニアとシステムマネジャーの役

割」村松林太郎(早大〕

(5) 11月 21E! (木)，岡山商工会議所， I在庫管

理の問題点と展望」春日井博(早大)

(6) 50年 2 月 7 日(金)，朝日生命ビノレ(高松) , 

「創造工学における等価変換展開理論とその

応用」田淵政夫(田淵経営研究所)， I技術開

発の見直しと効率化」只野文哉(科学技術と

経済の会)

5. 研究会 4 田

(1) 49年 3 月 15 日(金)，広島大学， Iライン生

産システムの生産管理についてJ 平木秀作

(広島大)

(2) 7 月 25 日(木)，広島県警， I広島市の交通

信号制御システムについて」大谷正行，高松

征，及川繁峯(松下通信)

(3) 9 月 13 日(金)，中国電力， I生産計画およ

び予定原価計算へのインプットアウトプット

モデルの適用」石田甫(宇都興産)

(4) 12月 21 日(土)，広島大学， I呉市における

廃棄物の現況と問題点」赤尾守(近畿大)

6. その他広島市民講座(電子計算機コ}ス)

に講師派遣 (49.12. 2 ~ 49. 12. 6) 

0昭和 49 年度収支決算書

49.3. 1 ~ 50.2.28 

M-'---~EI-I-;--.ー「瓦-i72i-ーギ

;雨天元了一一寸一一一一つ一一一一!

本部交付金 200， 000 :ω， 000 I 

雑収入 39， 000 I 

ω 合計 200， 000 I 239, 000 I 

(支出の剖l)

通信費 20， 000 15, 840 
会合費 10， 000 18， 3郎|

印刷費 40， 000 40, 900 i 
事務費 12， 000 ' 21, 700 I 
講演会費 100， 000 137, 360 I 
研究会費 50， 000 20, 000 I 

雑費 16， 847 払 430 i 

ω 合 計 238， 847 I 肌印!

(的当期運営残高ム 21， 615 I (1) ー(剖

(4) 前期繰越金 38， 847 1 

ω 次期繰越金 17， 232 I (3)+(叫

0昭和田年度事業計画

1. 総 会 1 回

2. 役員会 1 回

3. 幹事会 6 回

4. 講演会 4 回

5. 研究発表会 6 回

6. その他
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50. 3. 1 ~ 51. 2. 28 

収入 11 支出

科 n 金額 il 料 11 金額
費
費
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費
費
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20, 000 

10, 000 

40, 000 

12, 000 

80, 000 

35, 000 

1, 832 

合 計|肌832 !i 合 計|附句

0昭和 50年度役員

支部長柴田隆史(広島修道大)

副支部長青木兼一(広島大).増田栄次(東洋

工業)

支部評議員減石田甫(宇都興産).尾崎俊治(広

島大).桜木村三郎(広島工大).権藤

元(中国電力) .雑賀晋(岡山県庁). 

業佐々木右左(広島大).波新宮哲郎

(広島大).泌布留川靖(広島大).松

浦功(四国電力).松宮武雄(近畿

大) .※山本純恭(広島大).。藤原強

(電々中国).。吉井啓郎(電々四国)

事松富武雄(近畿大).三宅立生(電々

中国)

事小川拍広(電々中国).※奥田好郎(四

国電力).久保田洋志(広島工大) • 

桑原兵二郎(近畿大). 0坂口通則(広

島修道大).住山哲夫(中国電力). 

平木秀作(広島大).※藤永靖彦(宇部

興産).三上孝夫(東洋工業).。和田

弘(三菱重工)

※印は再任，。印は新任，他は留任

監

幹

川川

日時昭和 50 年 3 月 26 日 15:00

会場西日本鉄道紛本社会議室

議事省略

O昭和 49 年度事業報告

l 主な会合

(1) 第 9 回支部総会 49年 3 月 28日，新日鉄高

見クラブ，三上支部長他国名出席，議事:①

73年度活動報告と会計報告，②74年度活動計

画と会計予算.

(2) 講演会「最適についてj 九大教授三上操

(3) 運営委員会開催 2 回

2. 地域交流

(1) 九州 OR共同年4 回開催

(2) 福岡地区 OR研究会年4 回開催

。昭和 49 年度収支予算書

49.3. 1 ~ 50. 2. 28 

区分|項 目!予算 l 実績
1. 73年度からの繰越 315, 927 I 315 ,927 

2 本部交付金 138， 800 I 138, 800 
収入 I 3 利 息!川01 仰5

計 ! 川000 I 叫臨
7Z二子五l-づ丙訂一瓦可
Z 研究会費

支出 I 3. 通信費
4 予備費

計

75年度への録越

0昭和 50年度事業計蘭

1. 諸会合

(1) 支部総会(於:福岡市)

的支部運営委員会随時開催

2 情報交換，経験交流

(1)支部報rGR 九州」の発行年 2 回

(の研究会地域交流による共同研究の推進

(3) 講演会随時開催

0昭和 50年度収支予算

区分項 目 l 金 額

I 1.本部交付金 ω， 400
収入 I 2~IJ 息 1.600

|計 170.000

1. 会 議 費 50,000 

2 研 究 会 費 80.000 

支出 I 3. 通 信 費 30, 000 

4. 予 備 費 10,000 

言| 170,000 

当期運営残額

前期繰越金 409,282 

次期繰越金 409,282 

0昭和 50 年度役員

支部長三上操(佐大)

副支部長梅根定(西日本鉄道)

運営委員浅野長一郎(九大).荒井昭次(三菱化

成工業).池田哲郎(九州電力).河野

常生(電々公社).白石晃久(黒崎窯

業).須永照雄(九大).中村三千夫(日
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148 昭和 50 年度支部総会報告

(九州電力)本板硝子).野村武(西日本新聞社). 

堀川祥郎(新日鉄).森本伊三男(安川

電機製作所).村上豊(新日鉄)

事務局福岡市中央区天神1-11-17

監 事福田晋一郎(西日本鉄道).山下善二郎

西日本鉄道株式会社システム部内

吉村博之 TEL 092-761-6631 

< 第四国自動制御連合講演会講演募集

;主催学協会:計測自動制御学会，日本機械学
: 会，日本自動制御協会
(参加学協会:日本 OR学会，その他
(期日:昭和50年11月 6 日・ 7 日・ 8 日

;会場:国立教育会館東京都千代田区霞が
;関3-ι

i お問合せは計測自動制御学会へ
Te1. 03叫1917

モース教授ら来日記念セミナー

“最近の OR について"

早稲田大学システム科学研究所(旧生産研究所)では，今回の国際 OR 会議 (IFORS) の日本開

催を機として，マサチュセッツ工科大学名誉教授，元同大学 OR センター所長の Philip Mors(' 博

士らを招いて，下記のとおりセミナーを開催いたします.

日 時:昭和 50 年 7 月 28 日(日)・ 29 日(火) 午前 10 時~午後 4 時

場所:全共連ピル(東京都千代田区平河町)

費用 1 名 1 万円

講 師: Philip M. Morse 博士(マサチュセッツ工科大学名誉教授，元同大学 OR センタ一所長)

…・ OR の国際的な発展の現状，その過去から未来へ.OR の社会問題への応用， と

くに図書館の OR として情報の収集・分類・本の格納や取出し，利用者の+ーピスな

どを一貫した研究の事例.

Bernard O. Koopman 博士 (A.D. リトノレ) ......OR における数学の役割と評価.OR の

応用として空港のスケジューリング問題をとりあげ，過密な空のダイヤをどう解決す

るかのアプローチを示す.

Arthur A. Brown 博士 (A.D. りトル)…… OR の応用の例， とくに地域の開発や地域

問輸送問題，情報システムのマネジメントにおける諸問題，流通過程における在庫問

題等.

詳細については，干 160 東京都新宿区西大久保 4-170

早稲田大学、ンステム科学研究所 TEL 03-200-2436 ・ 2437

J、~)
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